
浜さんにお世話になりました。（片松君）
蔭久さんにお世話になりました。（井上君）
小山さん、尾﨑さん、浜さん、野村さん写真ありがとうござい
ました。（米田君、友國君、坂井君、市原君、三好君、井上君、国
領君、竹中君、蔭久君、森君、西山君、藤野君、大西君）
アラム君、卓話ありがとうございます。（森君）
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鹿庭さん入会おめでとうございます。（森君）
鹿庭さんご入会ありがとうございます。（長尾君）
阪神頑張れ！！（尾﨑君）
鹿庭さんご入会おめでとうございます。（清水君）
入会しました。（鹿庭君）
早退お詫び。（蔭久君）

高松東ロータリークラブ
例会場のご案内

会　場　リーガホテルゼスト高松３階　TEL：087-822-3555
例会日　毎週火曜日 12：30～13：30

卓話「私の留学生活」

高松東ロータリークラブ奨学生のアラムと申します。本日は心より感謝の言葉を伝えたいと思います。宜しくお願いします。
私のフルネームはアラム・エムディ・マハフズルと申します。結構長いので、最初に名前をいったときには何と呼んだらい
いかとかいう声を聞きます。皆さんこれ（目覚まし時計が鳴っている絵）を見てどう思いますか。アラームです。覚えやすい
んじゃないかなと思います。1996年11月16日にバングラデシュで生まれました。家族は現在5人いまして、母と姉と弟2人
がいます。現在は岡山で日本人の家にホームステイをしています。来日して2015年以降からとなっています。配属として
は、香川大学大学院工学研究科の知能機械システムで勉強しております。
ここで自分の母国バングラデシュについて紹介したいと思います。バングラデシュは1947年まではイギリス、インドに含ま
れていて、47年に東パキスタンとなっていました。その後1971年にバングラデシュとして新しい国が誕生しました。こちら
がバングラデシュの国旗となっています。皆さんどう思いますか。やはり日本の国旗と似ていると思います。日本の国旗を
参考にしてつくられたという証言があります。バングラデシュは日本の約4割の面積です。日本の人口は約1億3千万人です
が、バングラデシュの人口は日本より多く、約1億6千万人です。人口密度は非常に高いですが、地形の大部分が平坦で住
みやすいです。日本は山が7割あり3割が住むところです。宗教は8割がイスラム教徒で、お酒とか豚肉が食べられません。
ヒンドゥー教とかキリスト教だと食べれますが、イスラム教だと食べれないことになっています。バングラデシュには世界
最大のマングローブ群生地帯のシュンドルボンという世界遺産があります。植物は普通海水の中で生きていけませんが、
この植物は生きていけます。このシュンドルボンにいるのが有名なベンガルトラです。また、貧困対策のための無担保で
小口融資を行うグラミン銀行の創設者、ムハマド・ユヌス氏が2006年にノービル平和賞を受賞しました。クリケットが主な
スポーツで、私も大好きです。
次に日本の留学について話したいと思います。きっかけは日本の技術に影響されたことです。母国ではどこのメーカーの
バイクであってもホンダと呼んでおり、そこでホンダを知って日本の技術力が高いとを感じました。そして機械エンジニア
になることを目標にして日本に留学をすることを決めました。それ以外でも異文化の交流を学ぶことや、発信力や行動力
を身につけることも心がけました。母国で高校を卒業した後、2015年4月に岡山外語学校に留学を致しました。250人以上
留学生がいましたが、バングラデシュ人は僕一人でした。ベンガル語は僕しかしゃべれない状態だったので、最初は結構
コミュニケーションを取るのが難しかったです。そのかわりに早く日本語の学習と理解をすることが増えたと考えていま
す。その結果日本語検定2級を取り、1級を取得しました。また日本の文化やマナーを理解することが出来ました。そして2
年間日本語を勉強した後、2017年に日本語学校を合格しました。その後香川大学工学部知能機械システム工学科に入学
しました。4年間で機械系の分野について学び、2021年に香川大学工学部を卒業することができました。この4年間で自分
の目標である機械エンジニアの一歩を踏み出すことが出来ました。また日本人と交流を深めることで、多くの友達ができ
まして、みんなの前で発信力や行動力を身につける機会もありましたので、その経験を出来たと思います。大学では英語
で遊ぶＥＳＳＥとドローン同好会の2つのサークルに所属していました。ＥＳＳＥでは異なる文化等を勉強出来ました。
また、ドローン同好会では、香川県の観光地等に行って空撮を行い、動画をつくって多くの人に見てもらうという活動を行
いました。またものづくりの知識も深めることができました。大学卒業後はさらなる専門知識を身につけるため、大学院に
進学を決めました。現在は大学院で石丸研究室に所属しています。石丸研究室は光計測技術の研究室です。主に3つの分
野があり、食品、医療、文化財等の分野があります。私が担当しているのは文化財です。
そして米山奨学会にお世話になり、研究の時間が増え、皆様の暖かさに触れて奉仕の心を学び、日本人のマナーと考え方
も知る機会になりました。皆様と交流することで社会に出た後も活躍出来ると考えています。ご静聴ありがとうございまし
た。

米山記念奨学生　アラム・エムディ・マハフズル  君




